予算要求資料
平成27年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：水産業費　目：水産業振興費　　　
	事業名　新 魚苗センター種苗生産能力増強事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　農政部　農政課　水産振興室　水産係　電話番号：058-272-1111（内2892 ）

　　　　　　　E-mail： c11411@pref.gifu.lg.jp 
１　事業費　　      118,088千円（前年度予算額： － 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	118,088
	29,505
	0
	0
	0
	0
	0
	88,500
	83

	決定額
	114,000
	29,000
	0
	0
	0
	0
	0
	85,000
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
   ・本県の鮎漁獲量は1719ｔ（H4）をピークに218ｔ（H25）まで減少、この原因として冷水病の蔓延、放流サイズの大型化による放流尾数の減少（1973万尾→1069万尾）、天然鮎資源の減少が上げられる。

・冷水病菌を持たない、天然鮎由来の人工産種苗を早く小さなサイズで放流すれば、病害を防止して、放流尾数を増加させ、天然鮎を増やすことができる。

・そのためには、放流種苗を安定生産できるように、人工種苗生産施設の増床と、親魚となる天然鮎の養成施設が必要である。
・同センターは天然鮎由来の人工種苗を生産できる県下で唯一の機関である。
（２）事業内容

   ・遡上稚鮎を養成して親魚となる天然アユを安定確保するために、親魚養成施設の実施設計を行う
　 ・種苗生産施設を増設して冷水病菌を持たない優良種苗の供給量を増やすために、増設施設の実施設計を行う。
　・（一財）岐阜県魚苗センター関事業所の老朽化した高置水槽を更新する。
（３）県負担・補助率の考え方

・（一財）岐阜県魚苗センターの施設は一部を除き県有であるため、本事業は県が主体となって実施する必要がある。
・親魚養成施設の新設と種苗生産施設の増設は国庫補助を見込む。
（４）類似事業の有無
類似の事業はない。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	種苗生産施設
実施設計
	38,934
	＜美濃事業所＞

実施設計業務委託費（井戸水のボーリング調査を含む）

	親魚養成施設実施設計
	20,076
	 ＜関事業所＞

実施設計業務委託費（井戸水のボーリング調査を含む）

	高置水槽の更新
	59,078
	 ＜関事業所＞

 ステンレス水槽、設置工事費、既存水槽撤去工事費

	合計
	118,088
	


	　決定額の考え方　

事業内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
平成27年度農政部主要施策、世界農業遺産推進・鮎王国ぎふ復活プロジェクトの課題である。
（２）国・他県の状況

　　種苗生産施設は、県直営の場合と財団法人等が担う場合があり、後者の場合には施設面（県有）や財政面で県が助成している。
（３）後年度の財政負担
　　親魚養成施設と種苗生産施設は平成28年度に建設工事、平成29年度に設備工事を実施する予定で、いずれも国庫補助を見込む。
（４）事業主体及びその妥当性
　　（一財）岐阜県魚苗センターの施設は、一部を除き県有であるため、本事業は県の負担で実施する。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
鮎の漁獲量を（一財）岐阜県魚苗センターの増設・改修計画が終了する平成33年までに350ｔに増加させ、漁獲量全国一を達成する。
　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	漁獲量

	218t
（H25 ）
	（H  ）
	（H  ）
	218t
（H25）
	350ｔ
（H33）
	％


	全国順位
	３位
（H25）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	１位
（H33）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（一財）岐阜県魚苗センター関事業所において故障した井戸ポンプを更新した。



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

井戸ポンプの更新により、今年度も計画生産量（51ｔ）を上回る60.4ｔの放流稚鮎を生産し、県下の漁業協同組合に他県産よりもおよそ一割安い価格で供給できた。　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	鮎が岐阜市レッドリストの準絶滅危惧種の候補となるなど、鮎の漁獲量の減少は社会問題化しつつある。天然アユ由来の人工産種苗の生産を拡大して放流するという本事業の取組みは、天然アユの増加を促進するだけではなく、世界農業遺産の申請においてＰＲしている長良川システム（里川における人と鮎のつながり）を推進するものであるため、県が実施する必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
○種苗生産場の建設予定地（県有グランド）の利用については関係者の了解を得る必要があり、協議中である。
○魚苗センターの既存施設が老朽化しており、計画的な改修・改築により施設の長寿命化を図る必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　（一財）岐阜県魚苗センターは、県下の鮎放流量のおよそ半量（約60ｔ）を供給している。このことは良質な鮎種苗の安定供給だけではなく、種苗価格の低下（S60：5,900円／Kg→H26：3,300円／Kg）に貢献した。近年は、計画生産量（51ｔ）を上回る生産を続けており、それを安定的に維持するためには、今後とも本事業を推進する必要がある。


